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中学生からの数学オリンピック正誤表

(2026年 8 月 17日版)

● p.iii, 下から 7行目と 8行目 (2024.8.13追加)

誤: 組合わせ (2箇所)

正: 組合わせ

● p.iv, 10行目 (2024.8.13追加)

誤: 個人選

正: 個人戦

● p.iv, 15行目 (第 3 刷で修正)

誤: Baklan

正: Balkan

● p.vii, 14行目 (第 2刷で修正)

誤: Ａ 代数・数論・組合せ数学 · · · 387

正: Ａ 代数・数論・組合せ数学 · · · 388

● p.viii, 12行目 (第 2刷で修正)

誤: 3.4.4 ユークリドの互除法

正: 3.4.4 ユークリッドの互除法

● p.ix, 4行目 (第 2刷で修正)

誤: 3.5.11 ラクランジュの補間法

正: 3.5.11 ラグランジュの補間法

● p.ix, 下から 5行目 (第 2刷で修正)

誤: 3.8.9 二等分線理

正: 3.8.9 二等分線定理

● p.x, 11行目 (第 2刷で修正)

誤: 3.11.3ジェルコンヌ点とナーゲル点
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正: 3.11.3ジェルゴンヌ点とナーゲル点

● p.x, 下から 10行目 (第 2刷で修正)

誤: 3.12.6ブローカール点

正: 3.12.6ブロカール点

● p.x, 下から 4行目 (第 2刷で修正)

誤: 3.12.12ブローカール円

正: 3.12.12ブロカール円

● p.2, 1.1.1 組合せ数学 の 10行目 (2024.8.13追加)

誤: 計 12 問で構成されるることが多い．

正: 計 12 問で構成されることが多い．

● p.4, 問題 1.5の 2行目 (2024.8.13追加)

誤: 良い数であるであるが，

正: 良い数であるが，

● p.5, 問題 1.8の 2行目 (2024.8.13追加)

誤: 5, 6, 7, 8, 9, 10, 11, 12, 13, 14 をそれぞれ

正: 5, 6, 7, 9, 10, 11, 12, 13, 14 をそれぞれ

● p.7, 下から 2行目. 問題 1.15(4) (第 2刷で修正)

誤: 進行方向を変更てれはならない

正: 進行方向を変更してはならない

● p.8, 問題 1.16の 5行目 (2024.8.13追加)

誤: 4× 4 マスに各マスに，

正: 4× 4 マスの各マスに，

● p.8, 下から 3行目. (第 2刷で修正)

誤: 余裕があれは，

正: 余裕があれば，
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● p.9, 下から 4 行目. 問題 1.20の 4行目 (第 2刷で修正)

誤: 点 P に到達した．

正: 点 A に到達した．

● p.14 問 1.42. および p.135 1.42の解答 (第 2刷で修正)

南半球数学オリンピック 2001 年問 2は，ある意味で出題ミスであり，

「題意を満たす数列 {an}が存在しない」という欠陥がありました．もとも
との問題にあった仮定「(1)どの正の整数も，1回以上この数列の中に現れ

る．」という条件を削除すると，適切な問題になるようです．現実には，(1)

があってもなくても a1000 として可能な値は同じであり，その求め方も変

わりません．そこで，問題と解答を以下の修正版に差し替えたいと思いま

す．海外の数学オリンピック関係者の方々から，この修正案についてご教

示頂きました．

1.42C 以下の条件を満たす無限自然数列 {an}がある．
(1) a1 = 1

(2) a3n+1 = 2an + 1 (n は任意の自然数)

(3) an+1 = an (n は任意の自然数)

(4) a2001 = 200

このとき，a1000 の値を求めよ． (南半球 2001 年問 2修正版)

1.42. (1), (2)より，a4 = 2a1 + 1 = 3, a13 = 7, a40 = 15, a121 = 31,

a364 = 63, a1093 = 127 である．

a3 5 2と仮定すると，(3)より，a10 5 5, a31 5 11, a94 5 23, a283 5 47,

a850 5 95, a2551 5 191 < 200 = a2001 となり，(4)を満たさない．a3 5
a4 = 3 とあわせて，a3 = 3 である．すると，a10 = 7, a31 = 15, a94 = 31,

a283 = 63, a850 = 127 となる．

以上より，127 = a850 5 a1000 5 a1093 = 127 で，a1000 = 127 が得ら

れる．

ここから先は解答に書かなくてもよいが，k = 1, 2, 3,. . . に対し，
3k−1 − 1

2
< n 5 3k − 1

2
のとき an = 2n − 1 として数列 {an} を定めると，
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この {an} は問題の題意を満たす．

● p.20, 問題 2.13の最後の行 (6行目) (2024.8.13追加)

誤: を次に工員に渡すのは何番の工員か．

正: を次の工員に渡すのは何番の工員か．

● p.21, 問題 2.15の 2 行目 (2024.8.13追加)

誤: 満たすをする．

正: 満たすとする．

● p.24, 問題 2.36の 3 行目 (2024.8.13追加)

誤: Q, R, Qがあり，

正: Q, R, Sがあり，

● p.26, 下から 4行目. 問題 2.45の 3行目 (第 2刷で修正)

誤: コイン動いた跡の

正: コインが動いた跡の

● p.29, 問題 2.57の 10 行目 (2024.8.13追加)

誤: ボールト体

正: ボールド体

● p.35, 問題 3.27の 2 行目 (第 2 刷で修正)

誤: (出典:ジュニアバルカン 1998年問 3)

正: (ジュニアバルカン 1998年問 3)

● p.36, 最下行, 1.3.3 幾何 の 6 行目 (2024.8.13追加)

誤: を持って望むほうがよいだろう．

正: を持って臨むほうがよいだろう．

● p.41, 問題 3.54

第何刷かで問題文が異なって混乱していますが，以下が正しい問題文です．
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3.54C 小袋にはキャンディーが 6個入っている．中袋にはキャンディー

が 9個入っている．大袋にはキャンディーが 20個入っている．いま，キャ

ンディーを袋のみで買うとした場合，得ることのできないキャンディーの

合計個数のうちで，もっとも大きい値を求めよ． (IMC2010問 B2)

また，同問題の p.196の解答の最終段落を下記のように訂正して下さい．

誤: よって，a = 38 + 644 ならば a ∈ A である．37 + 4 = 43 /∈ A である．

正: よって，a = 38 + 6 = 44 ならば a ∈ A である．37 + 6 = 43 /∈ A で

ある．

補足説明. IMCの原問題は「キャンディーが 20 個入っている」でした

が，古い刷では「20 個」が「10 個」になっていました．「大袋にはキャン

ディーが 10個入っている」という問題設定で解いた場合，解答のほうを下

記のように修正して下さい．

3.54. 非負整数全体の集合を N0 = N ∪ {0} とし，
A =

{
6x + 9y + 10z

∣∣ x, y, z ∈ N0

}

とする．補集合 N0 −A の最大値を求めればよい．

まず，2 以上のすべての整数は 2x + 3y (x ≥ 0, y = 0)という形に表せる

ので，3 以外のすべての正の 3の倍数は 6x+9y という形に表せる．よって，

A =
{
3x + 10z

∣∣ x, z ∈ N0, x = 2
}

である．A の元から 6 を引いた数 3x + 10z − 6 を考えて，

B =
{
3a + 10b

∣∣ a, b ∈ N0

}

を決定する．c = (3− 1)× (10− 1) = 18 ならば c ∈ B であることを証明

する．c = 3k (k = 6)のとき c ∈ B は自明．c = 3k + 1 (k = 6)のとき

c = 3(k−3)+10×1 ∈ B. c = 3k+2 (k = 6)のとき c = 3(k−6)+10×2 ∈ B.

よって，c = 18 ならば c ∈ B である．他方，17 /∈ B である．

よって，a = 18 + 6 = 24 ならば a ∈ A である．また 17 + 6 = 23 /∈ A

である．よって，求める答は 23 である．

● p.42, 問題 3.57の 1行目 (2024.8.13追加)
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誤: 以下の式の 2つのマスに，

正: 以下の式の 8つのマスに，

● p.48, 問題 4.16の 6 行目 (2024.8.13追加)

誤: 等しいこをと証明せよ．

正: 等しいことを証明せよ．

● p.49, 問題 4.21の 4 行目 (2024.8.13追加)

誤: 後手はそれよできるだけ

正: 後手はそれをできるだけ

● p.56, 問題 4.58の 2 行目 (2024.8.13追加)

誤: 書かれてている

正: 書かれている

● p.57, 1.4.4 組合せ数学 の 1行目 (2024.8.13追加)

誤: ケーム，パズルなど

正: ゲーム，パズルなど

● p.58, 問題 4.65の 1 行目. (第 2刷で修正)

誤: ベッティー

正: ベティー

● p.58, 問題 4.65の最後の行 (2024.8.13追加)

誤: (b) nが一般の正の数の場合，どちらが勝つか．

正: (b) nが一般の正の整数の場合，どちらが勝つか．

● p.58, 問題 4.74の最後から 2行目 (2024.8.13追加)

誤: そうでばければアナが勝つ．

正: そうでなければアナが勝つ．

● p.64, 問題 4.83の最後の行 (2024.8.13追加)

誤: 1辺の長さが 8 正方形の中に，
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正: 1 辺の長さが 8 の正方形の中に，

● p.67, 問題 4.95の 8行目 (2024.8.13追加)

誤: どちらのプレーヤが勝つか，

正: どちらのプレーヤーが勝つか，

● p.80, 4行目. 問題 5.58の最後. (第 2刷で修正)

誤: であることを証明せよ (ピリオド抜け)

正: であることを証明せよ．

● p.81, 問題 5.67の 1行目. (2024.8.16追加)

誤: コンピュター

正: コンピューター

● p.82, 問題 5.71の 5行目 (2024.8.13追加)

誤: 偽物であるこを

正: 偽物であることを

● p.88, 問題 5.94の 7行目. (第 2 刷で修正)

誤: 以下何回がこれを繰り返す．

正: 以下何回かこれを繰り返す．

● p.88, 問題 5.96の 1行目 (2024.8.13追加)

誤: あるフィギアースケート競技会では，

正: あるフィギュアースケート競技会では，

● p.92, 問題 6.13の 1行目. (第 2 刷で修正)

誤: 正の整数が直線に上に並んでいて，

正: 正の整数が直線上に並んでいて，

● p.92, 最終行. 問題 6.14の出典. (2019.4.3追加)

誤: (ジュニアバルカン 2002 年問 3)

正: (ジュニアバルカン 2007 年問 4)
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● p.93, 問題 6.16の 1～ 2行目 (2024.8.13追加)

誤: だたし，

正: ただし ,

● p.93, 問題 6.19の出典. (2019.4.3追加)

誤: (ジュニアバルカン 2012年問 3)

正: (南半球 2012年問 3)

● p.94, 問題 6.24の 4 行目の右辺 (第 2刷で修正)

誤: = 2
√

2

(√
1− a

a
+

√
1− b

c
+

√
1− b

c

)

正: = 2
√

2

(√
1− a

a
+

√
1− b

b
+

√
1− c

c

)

● p.101, 問題 6.56の 2行目 (2024.8.13追加)

誤: 列弧
︷︷
AB 上に

正: 劣弧
︷︷
AB 上に

● p.111, 問題 6.97の 3～ 5行目 (第 2刷で修正)

問題の (操作 1)に間違いがありました．下記のように訂正して下さい．

誤:

(操作 1) G の白の頂点 P を 1つ選び，Gに新しい 1個の頂点 Q と，新

しい 1本の辺 PQ を付け加えて，グラフ G′ を作る．グラフ G′ において，

Pは黒に塗り替え，Qは白に塗る．この 2点以外の G′ の頂点は Gと同じ

色とする．

正:

(操作 1) G の頂点 P を 1つ選び，Gに新しい 1個の白の頂点 Q と，新

しい 1本の辺 PQを付け加えて，グラフ G′ を作る．このとき，グラフ G′

において，P が白 (または黒)だったら P は黒 (または白)に塗り替える．

この 2点以外の G′ の頂点は G と同じ色とする．
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● p.115, 問題 1.5の解答の (2)の 2行目 (2023.3.27追加)

誤: d の選び方が 9 通り，e の選び方が 9 通り，

正: d の選び方が 9 通り，e の選び方が 8 通り，

● p.115, 問題 1.6の解答の 5～行目 (2024.8.13追加)

誤: a の選び方は 4通りあり，b の選び方は 5通りある．同様に，c, d の選

び方はそれぞれ 4 通り，2 通りある．したがって，(4, 4) を含む長方形は

4× 5× 4× 2 = 160 個ある．

正: a の選び方は 4通りあり，b の選び方は 4通りある．同様に，c, d の選

び方はそれぞれ 5 通り，2 通りある．したがって，(4, 4) を含む長方形は

4× 4× 5× 2 = 160 個ある．

● p.117, 問題 1.9の解答中の表 6 (第 2刷で修正)

表 6の (4, 2) 成分は 6 ではなく 2 です．

3

6

4

1

5

2

5

4

3

2

1

6

2

5

1

4

6

3

4

6

5

6

3

1

1

3

6

5

2

4

6

1

2

3

4

5

表 6

誤

3

6

4

1

5

2

5

4

3

2

1

6

2

5

1

4

6

3

4

2

5

6

3

1

1

3

6

5

2

4

6

1

2

3

4

5

表 6

正

● p.119, 問題 1.11の解答の 8行目 (2024.8.13追加)

誤: である同様に

正: である.同様に

● p.120, 問題 1.12の解答の 19行目 (下から 6行目) (2024.8.13追加)

誤: 図 3で 1-4, 2-4, 2-5, 3-3 というドミノが出現したらか，

正: 図 3で 1-4, 2-4, 2-5, 3-3 というドミノが出現したから，



10

● p.121, 問題 1.13の解答の 9 行目 (p.121の 3 行目) (2024.8.13追加)

誤: Yが a3, Bが h3を通り抜けるは Yと Bの列が交叉してに不可能

正: Yが a3, Bが h3を通り抜けるのは Yと Bの列が交叉して不可能

● p.127, 問題 1.20解答の最後から 2行目 (2024.9.14追加)

誤: 4OPK ≡ 4OBK で，

正: 4OAK ≡ 4OBK で，

● p.127, 問題 1.22解答の 5行目 (2022.12.19追加)

誤: ∠CGB = ∠GCG = ∠DCA = y,

正: ∠CGB = ∠GCB = ∠DCA = y,

● p.128, 問題 1.28解答の最後から 2行目と 3行目 (2024.9.30追加)

以下の同じ間違いが 2 箇所あります．

誤: |BN| : |NM| : |MC| = 10 : 4 : 18

正: |BN| : |NM| : |MC| = 10 : 4 : 14

● p.129, 問題 1.27の解答の最後の行 (2024.8.13追加)

誤: これより．∠PAC =

正: これより，∠PAC =

● p.130, 問題 1.29の解答の 4行目 (2024.8.13追加)

誤: 後の式から前の式の辺々をを引くと，

正: 後の式から前の式の辺々を引くと，

● p.133, 問題 1.38の解答の 8行目 (2024.11.14追加)

誤: a = 71z, b = 70y − x, c = 54z を

正: a = 71x, b = 70y − x, c = 54z を

● p.134, 問題 1.40の解答の最後から 4行目 (2024.11.15追加)

誤: f + g + h = 14 で h ∈ {5, 9}, f 6= a = 8 より，

正: f + g + h = 14 で h ∈ {5, 9}, f 6= d = 7 より，
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● p.137, 問題 1.43の解答の (4)の 5行目 (2024.8.13追加)

誤: それれぞれ k = 3, 2 である．

正: それぞれ k = 3, 2 である．

● p.137, 問題 1.43の解答の最後から 3行目 (2024.8.13追加)

誤: k + l 6= n を満たさず．

正: k + l 6= n を満たさず，

● p.139, 問題 1.51解答の 6行目 (第 2刷で修正)

誤: 2001 = a3 + b3 + c3 5 3c7

正: 2001 = a3 + b3 + c3 5 3c3

● p.139, 問題 1.51解答の 8行目 (第 2刷で修正)

誤: 1001 = a3 + b3 5 2b7

正: 1001 = a3 + b3 5 2b3

● p.139, 問題 1.52解答の 8行目 (2024.4.22追加)

誤: n = 5(693m + 247),

正: n = 5(693m + 347),

● p.140, 問題 1.54の解答 (2)の 2行目 (2024.8.13追加)

誤: 最大の平方数は，944 である．

正: 最大の平方数は，942 である．

● p.141, 問題 1.57 (第 2刷で修正)

解答が間違っていました．お詫びいたします．以下の解答と差し替えて

下さい．

[差し替え原稿]

1.57. n の 1 の位から十万の位の数を順に a0, a1,. . ., a5 とおく．

A := a0 + a1 + · · ·+ a5 とし，n + 1 の各桁の数の和を S とおく．問題の

仮定から次が成り立つ．

A ≡ S ≡ 0 (mod 26) 1©
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もし a0 5 8だと S = A + 1で 1©は成立しないので，a0 = 9である．も

し，a1 5 8 だと S = A− 9 + 1 = A− 8 で 1©は成立しないので，a1 = 9

である．もし，a2 5 8 だと S = A− 9− 9 + 1 = A− 17 で 1©は成立しな
いので，a2 = 9 である．

(1) a0 = a1 = a2 = 9, a3 5 8 の場合を考える．すると，S = A − 9 −
9− 9 + 1 = A− 26である．A = a5 + a4 + a3 + 27 ≡ a5 + a4 + a3 + 1 ≡ 0

(mod 26) となるためには，(1-1)「a5, a4, a3 のうち 2つが 8で 1つが 9」

であるか，または，(1-2)「a5, a4, a3 のうち 1つが 7で 2つが 9」である

か，でないといけない．

(1-1)の場合．a3 5 8 であったから，a3 = 8 で，{a5, a4} = {9, 8} であ
る．よって，n = 898999, 988999である．それぞれの場合 n + 1 = 899000,

989000 で，いずれの場合も A = 52, S = 26 でこれらは題意を満たす．

(1-2)の場合は，a3 5 8より a3 = 7, a4 = a5 = 9で，よって，n = 997999

である．これは題意を満たす．

(2) a0 = a1 = a2 = a3 = 9 の場合を考える．もし a4 5 8 だと

S = A− 9− 9− 9− 9 + 1 = A− 35で 1©は成立しない．a4 = 9, a5 5 8だ

と S = A− 9− 9− 9− 9− 9+1 = A− 44で 1©は成立しない．n = 999999

は明らかに条件を満たさない．

よって，題意を満たす解は n = 898999, 988999, 997999 である．

● p.142, 問題 1.58解答の最後から 5,4行目 (2015.11.26追加)

誤: 0 ≡ N ≡ a1 + a2 + · · ·+ a5 ≡ 16 + a2 (mod 3)を満たすものは a2 = 6

しかない．

正: 0 ≡ N ≡ a1 + a2 + · · ·+ a5 ≡ 18 + a1 (mod 3)を満たすものは a1 = 6

しかない．

● p.147, 問題 2.15解答 (第 2 刷で修正)

解答が完全に間違っていました．お詫びいたします．以下の解答と差し

替えて下さい．

[差し替え原稿]
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2.15. 関数 f(n) (n ∈ N)を以下のように帰納的に定義する．まず，

f(1) = 1, f(2) = 2とし，n = 3に対しては，n = 3k のとき f(3k) = f(k),

n = 3k + 1 のとき f(3k + 1) = f(k) + 1 とする．また，n = 3k + 2

のときは f(k + 1) = f(k) ± 1 であるが，f(k + 1) = f(k) + 1 ならば

f(3k + 2) = f(k) + 2 = f(k + 1) + 1 と定め, f(k + 1) = f(k)− 1 ならば

f(3k + 2) = f(k) と定める．

このように定義した f(n)が，3m 5 n < 3m+1 を満たすすべての nにつ

いて以下を満たすことを，m に関する帰納法で証明する．

(a) f(n) は問題の条件 (2), (3)を満たす．

(b) (1), (2), (3)を満たす任意の g について g(n) 5 f(n)が成り立つ．

(c) f(n) 5 m + 2 である．

(d) f(n) = m + 2 を満たす最小の n は n = (3m+1 + 1)/2 である．

まず，m = 0 のとき，(a), (b), (c), (d)を確認するのは容易である．

m = 1 とし，k < 3m に対して (a), (b), (c), (d)が成り立つと仮定する．

3m 5 n < 3m+1 に対して f(n)が (2), (3), (c)を満たすことは f の構成法

から明らかである．

g(3k) = g(k) 5 f(k) = f(3k),

g(3k + 1) 5 g(3k) + 1 5 f(k) + 1 = f(3k + 1),

g(3k + 2) 5 min{g(3k) + 2, g(3k + 3) + 1} = min{g(k) + 2, g(k + 1) + 1}
5 min{f(k) + 2, f(k + 1) + 1} = f(3k + 2)

であるので，(b)が成り立つ．

(d)を示す．N(i) = (3i+1 + 1)/2 とおく．F3 において 1/2 = −1 なの

で，任意の i = 1 に対し，N(i) ≡ −1 ≡ 2 (mod 3) である．帰納法の

仮定から f(N(m − 1)) = m + 1 である．k = N(m − 1) − 1 とおくと

き，f(k) < f(k + 1),
∣∣f(k + 1) − f(k)

∣∣ 5 1 なので，f(k) = m である．

N(m) = 3N(m− 1)− 1 = 3k + 2 なので，

f(N(m)) = f(3k + 2) = f(k) + 2 = m + 2

である．また，j < N(m − 1) のとき f(j) 5 m なので，n < N(m) のと

き f(n) 5 m + 1 であることが f の定義からわかる．
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以上で，(a), (b), (c), (d)が示された．(d)より，f(n) = 2001 を満たす

最小の n は N(2000) = (32000 + 1)/2 である．

● p.151, 問題 2.27の解答の 5 行目 (2024.9.30追加)

誤: 1 + k + lm = 1 + 2 + 2× 2 = 7,

正: 1 + l + lm = 1 + 2 + 2× 2 = 7,

● p.151または p.152, 問題 2.27の解答の (2)の部分の 1 行目 (2024.9.30

追加)

誤: やはり m = 1 となり矛盾する．

正: やはり l = 1 となり矛盾する．

● p.152, 問題 2.28の解答の最終行 (2024.10.21追加)

誤: {8, 3, 3}, {5, 4, 2} である．

正: {8, 3, 3}, {5, 4, 3} である．

● p.155, 問題 2.34の解答の 2 行目 (2024.10.21追加)

誤: |DE| = 5
√

5,

正: |DE| = 6
√

5,

● p.157または p.158, 問題 2.42の解答の 10 行目 (2024.8.16追加)

誤: 辺 AC と AB で貼り合わせでできる四角形であり，

正: 辺 AC と AB で貼り合わせてできる四角形であり，

● p.158, 問題 2.43の解答の最後から 4行目 (2025.9.24追加)

誤: H は直線 AF と円周 ω2 の交点である．

正: H は直線 BF と円周 ω2 の交点である．

● p.160, 問題 2.46の解答の 7 行目 (2025.2.27追加)

誤: 42 + 72 = 65が成り立つので，長さ 1, 8 の辺も直角に交わる．

正: 42 + 72 = 65が成り立つので，長さ 4, 7 の辺も直角に交わる．
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● p.162, 問題 2.50の解答の 11行目 (2024.9.14追加)

誤: 2© + 3© + 4© + 5© − 2©
正: 3© + 4© + 5© + 6© − 2©

● p.162, 問題 2.50の解答の最後から 4行目 (2024.9.14追加)

誤: b = 8, d = 6, f = 6, h = 2 と確定する．

正: b = 8, d = 6, f = 4, h = 2 と確定する．

● p.162, 問題 2.51の解答の 8行目 (2024.12.23追加)

誤: 7から始まるナンバーは，1400 個あり，7000− 6481 = 511 < 1440 な

ので，

正: 7から始まるナンバーは，1440 個あり，7000− 6481 = 519 < 1440 な

ので，

● p.162, 問題 2.51の解答の 12行目 (2024.12.5追加)

誤: 7000− 6961 = 39 < 249 なので，

正: 7000− 6961 = 39 < 240 なので，

● p.163, 問題 2.53の解答の最後から 3行目 (2024.8.13追加)

誤: 1 = 22 − 1 ∈ Y となり 1 ∈ X に矛盾する．

正: 1 = 22 − 3 ∈ Y となり 1 ∈ X に矛盾する．

● p.165または p.166, 問題 2.57の解答の 10行目 (2024.8.16追加)

誤: (ただし，j 5 0 または j > i の場合は ai,j = 0 とする)

正: (ただし，j 5 0 または j > i の場合は bi,j = 0 とする)

● p.168, 問題 2.60の解答の 6行目 (2024.8.13追加)

誤: そ以外の 8点を辺の点と呼ぶことにする．

正: それ以外の 8 点を辺の点と呼ぶことにする．

● p.168, 問題 2.60の解答の (1)の 3行目 (2024.8.13追加)

誤: P から他の格子点までのまでの距離は，

正: P から他の格子点までの距離は，
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● p.174, 問題 3.10の解答の最後の行 (2019.1.14追加)

誤: よって，a = 8, b =
1
4
である．

正: よって，a = 8, b =
1
4
であるが，仮定 ab 6= 2 より，解なしである．

● p.177, 問題 3.18の解答の最後から 2行目 (2024.19.28追加)

誤: ord2(21024 − 1) = 1 + 2+

正: ord2(31024 − 1) = 1 + 2+

● p.179, 問題 3.21の解答の 3行目 (2025.12.2追加)

(解答自体は間違っていませんが，不要な議論があるので修正します)

誤: よって，n = 0, 1, 2,. . ., 7 に対して，

正: よって，n = 0, 1, 2,. . ., 6 に対して，

● p.179, 問題 3.21の解答の最後から 5行目 (2025.12.2追加)

誤:

x7 =
√

93− 3
6

> 1, x8 =
√

105− 3
6

> 1

で，この 2つは 0 5 xn < 1 を満たさない．

正: x6 = 1 であるが，これは 0 5 xn < 1 を満たさない．

● p.182, 問題 3.27解答の最後の行 (第 3 刷で修正)

誤: 以上より，(x, y) = (1, 1), (8, 4), (9, 3)

正: 以上より，(x, y) = (1, 1), (8, 2), (9, 3)

● p.183, 問題 3.29の解答の最後から 3行目 (2024.8.13追加)

誤: の両辺を 8 倍してを整理すると，

正: の両辺を 8 倍して整理すると，

● p.183, 問題 3.30の解答の 3 行目 (2024.8.13追加)

誤: mnが平方数にあるためには

正: mnが平方数になるためには
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● p.183, 問題 3.30の解答の 6～ 7行目 (2024.8.16追加)

誤: j 6= i のとき ej は偶数だから，n = pk2 (k はある自然数)と書ける．

mn は平方数だから，n = pl2 (m はある自然数)と書ける．

正: j 6= i のとき ej は偶数だから，m = pk2 (k はある自然数)と書ける．

mn は平方数だから，n = pl2 (l はある自然数)と書ける．

● p.186, 問題 3.33の解答の (2)の 4行目 (2024.8.13追加)

誤: (b + 4)2 + 9 は平方数でないとけない．

正: (b + 4)2 + 9 は平方数でないといけない．

● p.187, 問題 3.33の解答の (3)の 4行目 (2024.8.13追加)

誤: (b− 4)2 + 9 は平方数でないとけない．

正: (b− 4)2 + 9 は平方数でないといけない．

● p.188, 問題 3.37解答の最後から 4行目 (2024.9.12追加)

誤: これが，1 辺の長さが H の正方形の面積に等しいから，

正: これが，1 辺の長さが |AH| の正方形の面積に等しいから，

● p.188, 問題 3.37解答の最後から 3行目 (第 2刷で修正)

誤: |AH| = 1 + 2y =
√

2 +
√

2 である．

正: |AH| = 1 + 2y =
√

2 + 2
√

2 である．

最後から 2行目

誤: 2x + 2y + 1 = 2 +
√

2 +
√

2

正: 2x + 2y + 1 = 2 +
√

2 + 2
√

2

● p.192, 問題 3.46の解答の最後から 2行目 (2024.8.13追加)

誤: これば問題の条件を満たす．

正: これは問題の条件を満たす．

● p.192, 問題 3.48の解答の最後から 5行目 (2024.8.16追加)

誤:
9
11
のという既約分数の分子として現れる．
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正:
9
11
という既約分数の分子として現れる．

● p.193, 問題 3.49の解答の (3)の 3 行目 (2024.8.13追加)

誤: 72 − 4× 22 = 33 個ある (ピリオド抜け)

正: 72 − 4× 22 = 33 個ある．

● p.193, 問題 3.49(3)解答の最後の行 (第 3刷で修正)

誤: · · ·+ 16 + 9 + 4 + 1 = 212 個である．

正: · · ·+ 16 + 9 + 4 + 1 = 228 個である．

● p.193, 問題 3.50の解答の 6 行目 (2024.8.13追加)

誤: この順に半時計回りに並んでいるとする．

正: この順に反時計回りに並んでいるとする．

● p.193, 問題 3.50の解答の 8 行目 (2024.8.16追加)

誤: OA ⊥ OB だから，

正: OA ⊥ OC だから，

● p.194の 3行目, 問題 3.50の解答の 12 行目 (2024.8.16追加)

誤: (1) 2 辺が x-軸, y-軸に並行であるか，

正: (1) 2 辺が x-軸, y-軸に平行であるか，

● p.196, 問題 3.55の解答. p.196の最後から 4 行目 (2024.8.13追加)

誤: 最初の解に勝つことにし，

正: 最初の回に勝つことにし．

● p.196, 問題 3.55の解答. p.197の 4行目 (2024.8.13追加)

誤: を満たさないいけない．

正: を満たさないといけない．

● p.199, 問題 3.57の解答の最後から 3行目 (2024.8.16追加)

誤:
1

8× 9
+

5
2× 4

+
7

3× 6
=

37
66



19

正:
1

8× 9
+

5
2× 4

+
7

3× 6
=

37
36

● p.204, 問題 4.6の解答の 4行目 (2024.8.13追加)

誤: 三角形 ABC にいおて，

正: 三角形 ABC において，

● p.204, 問題 4.6の解答の最後から 2 行目 (2024.10.28追加)

誤: > ∠ACB + ∠DCA = ∠B

正: > ∠ACB + ∠DCA = ∠C

● p.208, 問題 4.17の解答を下記を差し替えて下さい．(2026.3.5)

4.17. 円の中心を O，円に内接する n角形を反時計回りに A1A2 · · ·Anとし，

辺 AiAi+1 上の印を付けた点を Bi とする．ただし，An+i = Ai, Bn+i = Bi

などと考える．bi = |Bi−1Bi|, Si = Area(4OBi−1Bi)+Area(4AiBiBi−1)

とする．ここで，三角形の面積は，3 頂点が時計回りに並ぶ場合 (O と A

が Bi−1Bi に関して同じ側にある場合)には負と考える．Bi−1Bi を底辺と

して 4OBi−1Bi と 4AiBiBi−1 の高さの和は (符号付きで考えて) R 以下

なので，Si 5 1
2
biR である．よって，

S = S1 + S2 + · · ·+ Sn 5 (b1 + b2 + · · ·+ bn)
R

2

となる．これより結論を得る．

● p.210, 問題 4.21の解答の 2行目 (2024.8.16追加)

誤: 先手は AB, CA の中点を X, Z を 1 手目と 3手目に選ぶ．

正: 先手は AB, CA の中点を X, Z として 1手目と 3手目に選ぶ．

● p.210, 問題 4.21の解答の最後から 3行目 (2024.8.16追加)

誤: すると Z を AB 上のどこに選んでも，

正: 先手が Z を AB 上のどこに選んでも，

● p.212, 問題 4.25の解答の 6行目 (2024.8.13追加)
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誤: 「辺」という語は，AB, DC, AC, BD のみを指すものとし，

正: 「辺」という語は，AB, DC, AD, BC のみを指すものとし，

● p.213, 問題 4.25の解答の最後から 2行目 (2024.8.13追加)

誤: 白の長方形の幅さの和に等しいから，

正: 白の長方形の幅の和に等しいから，

● p.216, 問題 4.36の解答の 7 行目 (2024.8.16追加)

誤: 162 = 256 と 252 = 635 も置換の関係

正: 162 = 256 と 252 = 625 も置換の関係

● p.216, 問題 4.36の解答の 8 行目 (2024.8.16追加)

誤: 3の数を置換して

正: 3つの数を置換して

● p.218, 問題 4.44の解答の 6 行目 (2024.8.16追加)

誤: 任意の整数 k に対し d(k) = 2 であるが，

正: 任意の 2 以上の整数 k に対し d(k) = 2 であるが，

● p.228, 問題 4.60の解答の最後から 2行目 (2023.0.29追加)

誤: (5) n; 1, 2,. . ., n − 1, n; 1, 2,. . ., n − 2, n, n − 1; · · ·; 1, 2, n, 3,. . .,

n− 1; 1, n, 1 という数列は，

正: (5) n; 1, 2,. . ., n − 1, n; 1, 2,. . ., n − 2, n, n − 1; · · ·; 1, 2, n, 3,. . .,

n− 1; 1, n, 2 という数列は，

● p.232, 問題 4.74の解答の 1 行目 (2024.8.16追加)

誤: 整数 1 5 i 5 9, 1 5 j 5 9 に対し，i, j を 3 で割った余りをそれぞれ

r, s とし，

正: 自然数 i, j に対し，i− 1, j− 1を 3で割った余りをそれぞれ r, sとし，

● p.232, 問題 4.74の解答の 6～ 7行目 (2024.8.16追加)

誤:

i ≡ 0 (mod 3) ならば ai,1 + ai,2 + aai,3 + · · ·+ ai,11 = 17



21

i 6≡ 0 (mod 3) ならば ai,1 + ai,2 + aai,3 + · · ·+ ai,11 = 19

正:

i− 1 ≡ 0 (mod 3) ならば ai,1 + ai,2 + ai,3 + · · ·+ ai,11 = 17

i− 1 6≡ 0 (mod 3) ならば ai,1 + ai,2 + ai,3 + · · ·+ ai,11 = 19

● p.235, 問題 4.78の解答の 1行目 (2024.8.13追加)

誤: 分割する (ピリオド抜け)

正: 分割する．

● p.239, 問題 4.84の解答の表 (2024.9.5追加)

誤:

T1 T2 T3 T4 T5 T6 T7 T8 T9 T10 f(Ti) g(Ti)
T1 − × × × × × ○ ○ ○ ○ 3 −1
T2 ○ − △ △ △ △ △ △ △ △ 2 1
T3 △ ○ − △ △ △ × △ △ △ 1 0
T4 △ △ ○ − △ △ △ × △ △ 1 0
T5 △ △ △ ○ − △ △ △ × △ 1 0
T6 △ △ △ △ ○ − △ △ △ × 1 0
T7 × △ ○ △ △ △ − △ △ △ 1 0
T8 × △ △ ○ △ △ △ − △ △ 1 0
T9 × △ △ △ ○ △ △ △ − △ 1 0
T10 × △ △ △ △ ○ △ △ △ − 1 0

正:
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T1 T2 T3 T4 T5 T6 T7 T8 T9 T10 f(Ti) g(Ti)
T1 − × × × × × ○ ○ ○ ○ 3 −1
T2 ○ − △ △ △ △ △ △ △ △ 2 1
T3 ○ △ − △ △ △ × △ △ △ 1 0
T4 ○ △ △ − △ △ △ × △ △ 1 0
T5 ○ △ △ △ − △ △ △ × △ 1 0
T6 ○ △ △ △ △ − △ △ △ × 1 0
T7 × △ ○ △ △ △ − △ △ △ 1 0
T8 × △ △ ○ △ △ △ − △ △ 1 0
T9 × △ △ △ ○ △ △ △ − △ 1 0
T10 × △ △ △ △ ○ △ △ △ − 1 0

● p.240, 問題 4.85の解答の (4)の 2 行目 (p.240の最後の行) (2024.8.13

追加)

誤: されている状態考える．Q の内部のコルセトのピンは

正: されている状態を考える．Q の内部のコルセットのピンは

● p.242, 問題 4.88の解答の最後から 3行目 (2024.8.13追加)

誤: → (2m + 1, 997) によって，を行うことによって，

正: → (2m + 1, 997) を行うことによって，

● p.245, 問題 4.90の解答の最後から 2行目 (2024.8.13追加)

誤: 取る，いう戦術によって勝てることも，

正: 取る，という戦術によって勝てることも，

● p.247, 問題 4.93の解答の 1 行目 (2024.8.13追加)

誤: 黒板に書かれた 5, 8, 15, 16が書かれた場合

正: 黒板に 5, 8, 15, 16が書かれた場合

● p.247, 問題 4.93の解答の最後の行 (2024.8.13追加)

誤: 無限にベルは成り続ける．

正: 無限にベルは鳴り続ける．

● p.248, 問題 4.95の解答の 14行目 (p.248の最後から 5行目) (2024.8.13
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追加)

誤: 以下のいずれかの曲面が登場する．

正: 以下のいずれかの局面が登場する．

● p.249, 問題 4.95の解答の 23行目 (p.249の 5 行目) (2024.8.13追加)

誤: N < 2× 3× 3 = 18 であるここで，

正: N < 2× 3× 3 = 18 である．ここで，

● p.250, 問題 4.96(b)の解答 (2024.8.16追加)

問題 4.96(b)の解答には間違いがありました．以下の解答と差し替えて

下さい．

(b) 可能である．アリスが選んだ数を a1 5 a2 5 · · · 5 a6, 書いた数を

y1 5 y2 5 · · · 5 y15 とし，S = a1 + a2 + · · ·+ a6 とおく．(a)と同じ考え

方で，

a1 + a2 = y1, a1 + a3 = y2, a4 + a6 = y14, a5 + a6 = y15 3©
S = a1 + a2 + a3 + a4 + a5 + a6 =

y1 + y2 + · · ·+ y15

5

がわかる．これより，

a2 + a4 = S − (y2 + y15), a2 + a5 = S − (y2 + y14) 4©
a3 + a4 = S − (y1 + y15), a3 + a5 = S − (y1 + y14) 5©
a1 + a6 = S − ((a2 + a4) + (a3 + a5)) = (y1 + y2 + y14 + y15)− S 6©

の値もわかる．以上で，15個の ai + aj (1 5 i < j 5 6)の値のうち 9個の

値は計算でき，これが，y1,. . ., y15 の中の 9 個として現れる．残った 6 個

の yk の値を z1 5 z2 5 · · · 5 z6 とする． 3©～ 6©で計算できない ai + aj

は，a2 + a3, a1 + a4, a1 + a5; a2 + a6, a3 + a6, a4 + a5 である．前半の 3

個が後半の 3個以下であることは容易にわかる．この前半の 3個が順不同

で z1, z2, z3 に対応するから，

T := 2a1+a2+a3+a4+a5 = (a2+a3)+(a1+a4)+(a1+a5) = z1+z2+z3

の値は計算できる．2a1 = T − (a2 + a4)− (a3 + a5)によって a1 の値がわ

かる．すると 3©～ 6©から a2,. . ., a6 の値も計算できる．
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● p.251, 問題 4.97の解答の 3 行目 (2024.8.13追加)

誤: という条件を (A)で盤す．

正: という条件を (A)で表す．

● p.251, 問題 4.97の解答の 4行目 (2024.8.13追加)

誤: 色の塗ることのできすマスの最大個数を

正: 色の塗ることのできるマスの最大個数を

● p.255, 問題 4.99. p.255の 13 行目 (2024.8.13追加)

誤: r2 + r3 5 2 である (ピリオド抜け)

正: r2 + r3 5 2 である．

● p.256, 問題 4.100の解答 (2026.6.21追加)

以下の原稿と差し替えて下さい．

4.100. 3 人を A, B, C とし，A, B, C がそれぞれ，お釣りなしでぴっ

たり支払うことができる金額全体の集合を PA, PB , PC とする．ただし，

0 ∈ PA 等とする．n ∈ PA ならば 60− n ∈ PA である．

(1) 15 5 m 5 30 かつ「m ∈ PA または m ∈ PB」を満たす整数 mが存

在することを証明する．Bから Aに 15レオ支払えるので，ある a ∈ PA

とある b ∈ PB を選んで b− a = 15 となるようにできる．もし，a 5 15 な

らば 15 5 b = a + 15 5 30 なので，m = b とおけば m ∈ PB である．も

し，16 5 a 5 30 ならば m = a とおけ m ∈ PA である．もし，a = 31 な

らば, a + 15 = b 5 60 なので 31 5 a 5 45 である，そこで，m = 60 − a

とおけば m ∈ PA である．

以下，対称性から，m ∈ PA であると仮定しても一般性を失わない．こ

のとき，PB と PC は変化していない．

(2) 問題の仮定から，Bと Cの間でやり取りして，Bの所持金 nを 45

レオ以上 75 レオ以下の任意の整数値にできる．よって，45 5 n 5 75 な

らば，nレオは Bが支払いできる．また，n + mレオは Aと Bで支払え，

45 + m 5 45 + 30 = 75, 75 + m = 75 + 15 = 90 なので，75～ 90レオは

Aと Bで支払うことができる．
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(3) 以上より，45 5 n 5 90ならば nレオは支払い可能であるが，nレオ

を支払った後の 3人の残ったお金の合計は 180− nレオなので，90～ 135

レオも 3 人で支払うことができる．

● p.258, 問題 5.5の解答の 4行目 (2024.12.24追加)

誤: よって，直線 EH 上の任意の点 P

正: よって，直線 FH 上の任意の点 P

● p.258, 問題 5.7の解答の 2行目 (2024.8.13追加)

誤: BE の中点を F とおく (ピリオド抜け)

正: BE の中点を F とおく．

● p.261, 問題 5.15の解答の 2行目 (2024.8.16追加)

誤: 角度を θn とする以下，

正: 角度を θn とする．以下，

● p.261, 問題 5.15の解答の 3行目 (2024.8.16追加)

誤: 0◦ < θ 5 90◦ の場合 (図 1)．

正: 0◦ < θn 5 90◦ の場合 (図 1)．

● p.261, 問題 5.15の解答の 5行目 (2024.8.16追加)

誤: 90◦ < θ 5 180◦ の場合 (図 2)．

正: 90◦ < θn < 180◦ の場合 (図 2)．

● p.262, 問題 5.15の解答の 10～ 12行目 (2024.8.16追加)

誤: −180◦ < θ < 0◦ の場合も，直線 AB に関する対称性と，上の結論か

ら，θn+1 = 2θn が成り立つ．

よって，θn ≡ 2nθ0 (mod 360◦) である．

正: −180◦ < θn < 0◦ の場合も，直線 AB に関する対称性と，上の結論

から，θn+1 = 2θn が成り立つ．θn = 180◦ の場合は，Pn+1 = A なので

θn+1 = 0◦ ≡ 2θn (mod 360◦) である．よって，いずれの場合も θn ≡ 2nθ0

(mod 360◦)が成り立つ．
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● p.262, 問題 5.16の解答の 4～ 62行目 (2024.8.16追加)

誤: 線分 KP

正: 直線 KP

● p.264, 問題 5.19の解答. p.263の 5行目 (2024.12.24追加)

誤: なので，w = 2u− s である．また，

正: なので，w = 2u− s である．また，問題の 2円の半径 r として，

● p.271—272, 問題 5.33の解答 (2026.6.8追加)

以下の解答と差し替えて下さい．

5.33. k = 2013 とおくと，

N := n2 − 22014 × 2014n + 42013(20142 − 1)

= n2 − 2 · 2k(k + 1)n + 22kk(k + 2)

= (n− 2kk)(n− 2kk − 2k+1)

と因数分解できる．もし N が素数ならば，n− 2kk = ±1 または n− 2kk−
2k+1 = ±1 である．

(1) n− 2kk = ±1 の場合．

N = (n− 2kk)2 − 2k+1(n− 2kk) = 1∓ 2k+1 > 0

なので，n− 2kk = −1 で N = 2k+1 + 1 = 22014 + 1 である．しかし，

N = 22014 + 1 ≡ 41007 + 1 ≡ (−1)1007 + 1 ≡ (−1) + 1 ≡ 0 (mod 5)

となるので，N は 5 の倍数で N > 5 であるので，N は素数でない．

(2) n− 2kk − 2k+1 = ±1 の場合．

N = (n− 2kk − 2k+1)2 + 2k+1(n− 2kk − 2k+1) = 1± 2k+1 > 0

なので，n− 2k(k + 2) = 1, N = 2k+1 + 1 = 22014 + 1となる．(1)と同様，

N は 5 の倍数で素数でない．

● p.276, 問題 5.41の解答の 2 行目 (2024.12.23追加)

誤: y = t(x + z)− z を x2 + y2 = z2 に代入すると，

正: y = t(x + z)− z を x2 + y2 = 2z2 に代入すると，
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● p.277, 問題 5.41の解答. p.277の 6行目 (2024.12.23追加)

誤: v ≡ 0 (mod 0) となり，

正: v ≡ 0 (mod p) となり，

● p.277, 問題 5.42の解答の 8行目 (2024.9.12追加)

誤: もし，123456 5 x 5 12499 だと，4x < 4× 12499 = 49996,

正: もし，123456 5 x 5 124999 だと，4x 5 4× 124999 = 499996,

● p.277, 問題 5.42の解答の 10行目 (2024.9.12追加)

誤: また，もし，150000 5 x 5 166666 だと，3x < 3× 166666 = 49998,

正: また，もし，150000 5 x 5 166666 だと，3x 5 3× 166666 = 499998,

● p.278, 問題 5.42の解答の最後から 15行目 (2024.9.12追加)

誤: b /∈ {b1,. . ., b6} = A

正: 3 /∈ {b1,. . ., b6} = A

● p.278, 問題 5.42の解答の最後から 7行目 (2024.9.12追加)

誤: x = 142587 は 3x = 427781 で題意を満たさない．

正: x = 142587 は 3x = 427761 で題意を満たさない．

● p.278, 問題 5.42の解答の最後から 6行目 (2024.8.14追加)

誤: 6x = 957142 で題意を満たす．

正: 6x = 857142 で題意を満たす．

● p.279, 問題 5.43の解答の (3)の 6行目 (2024.8.16追加)

誤: x1 · · ·x100 > x1 + · · ·+ x100 なる．

正: x1 · · ·x100 > x1 + · · ·+ x100 となる．

● p.280の 1～ 3行目 (2024.8.16追加)

誤:

となてしまう．x1 = x2 = 3, x3 = · · · = x6 = 2 のときは，

x1 · · ·x100 − (x1 + · · ·+ x100) = 32 · 24 − (3× 2 + 2× 4 + 94) = 35
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となてしまう．

正:

となってしまう．x1 = x2 = 3, x3 = · · · = x6 = 2 のときは，

x1 · · ·x100 − (x1 + · · ·+ x100) = 32 · 24 − (3× 2 + 2× 4 + 94) = 36

となってしまう．

● p.280, 問題 5.45の解答の 2行目 (2024.8.13追加)

誤: (a, b)がチャルアであるれば，

正: (a, b)がチャルアであれば，

● p.281, 問題 5.46の解答の (1)の 9 行目 (2024.8.13追加)

誤: つまり．m(x + 1) の最上位の桁は r である．

正: つまり，m(x + 1) の最上位の桁は r である．

● p.281, 問題 5.46の解答の最後の行 (2024.8.13追加)

誤: よって，k, 2k,. . ., nk のすべてに．

正: よって，k, 2k,. . ., nk のすべてに，

● p.281, 問題 5.47の解答の 1行目 (2024.8.13追加)

誤: 3b2 − 5c2 = 1997− 312 = 76

正: 3b2 − 5c2 = 1997− 2× 312 = 75が

● p.283, 問題 5.49の解答の最後から 2行目 (2024.8.13追加)

誤: N = 2× 5× 7× 11 = 2002

正: N = 2× 7× 11× 13 = 2002

● p.284, 問題 5.53の解答の 3行目 (2024.8.13追加)

誤: つまり n = 50, 51 最大値

正: つまり n = 50, 51 のとき，最大値

● p.285, 問題 5.57の解答の 12 行目 (2024.9.12追加)
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誤:
201∑

k=0

f(10k + 3)

正:
200∑

k=0

f(10k + 3)

● p.285, 問題 5.57の解答の (1)の場合，の 2行目 (2024.8.13追加)

誤: 不可能であることを証明する (ピリオド抜け)

正: 不可能であることを証明する．

● p.285, 問題 5.57の解答の (1)の場合，の 5行目 (2024.9.12追加)

誤:
201∑

k=0

f(10k + m + 2)

正:
200∑

k=0

f(10k + m + 2)

● p.286, 問題 5.57の解答の (1)の場合，の最後から 6 行目 (2024.9.12

追加)

誤: 0 5 k 5 201 に対し

正: 0 5 k 5 200 に対し

● p.287, 問題 5.60の解答の 11 行目 (2024.8.13追加)

誤: a1952 = a1+3+4+5+···+62 > 62である．しかし，ここから a1995 > 63は

言えないので，

正: a1951 = a1+3+4+5+···+62 > 62である．しかし，ここから a1996 > 63は

言えないので，

● p.289, 問題 5.61の解答の 4行目 (2024.8.13追加)

誤: 分割つすることができる．

正: 分割することができる．

● p.289, 問題 5.62の解答の最後の行 (2024.8.13追加)

誤: 49× 65 = 3136
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正: 49× 64 = 3136

● p.290, 問題 5.64の解答の最後から 8行目 (2024.9.5追加)

誤: m = 2 だから，n + 1 は l の倍数でなく，n + 2 ∈ A である．

正: m = 2 だから，n + 2 は m の倍数でなく，n + 2 ∈ A である．

● p.291, 問題 5.67の解答の 5 行目 (2025.1.27追加)

誤: a101,. . ., a1992

正: a101,. . ., a1982

● p.291, 問題 5.69の解答の 3 行目 (2019.9.16追加)

誤: Aを a回, B を b 回, C を c回を行うと,

正: Aを a回, B を b 回, C を c回行うと,

● p.297, 問題 5.82の解答の 11 行目 (2024.8.13追加)

誤: 4個でなければないらない．

正: 4個でなければならない．

● p.298, 問題 5.84の解答の図 (2024.9.25追加)

一部の刷で，図の網掛けがずれているものがあります．下図が正しい図

です．

● p.298, 問題 5.84の解答の 3 行目 (2024.8.13追加)

誤: 縦，横，斜めのに並んだ

正: 縦，横，斜めに並んだ

● p.300, 問題 5.89の解答の 1 行目と 6行目 (2024.8.13追加)
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誤: L 次型のタイル (2箇所)

正: L 字型のタイル

● p.303, 問題 5.94の解答の 3～ 5行目 (2026.8.17追加)

以下の解答と差し替えて下さい．

5.94. x1 + x2 + x3 + x4 + x5 + x6 = 5 を満たす非負整数の組 X = (x1,

x2, x3, x4, x5, x6) の個数は，

6H5 = 6+5−1C5 = 10C5 =
10!

5! · 5!
= 252

である．これら 252 個の X = (x1, x2, x3, x4, x5, x6) に適当に番号を付

けて X1, X2,. . ., X252 とする．このルールは，あらかじめ，A君と B君の

間で打ち合わせて決めておく．

A君, B君が数 n, m を受け取ったら対応する Xn = (x1, x2, x3, x4, x5,

x6), Xm = (y1, y2, y3, y4, y5, y6) を取る．最初 A 君は数 x1 + 1 を言い，

B 君は y1 + 1 を言う．以下，i 回目 (1 5 i 5 5)のターンでは，A 君は数

xi + 1 を言い，B君は yi + 1 を言う．5回目が終わった時点で，言われた

数の総和を S :=
5∑

i=1

(
(xi + 1) + (yi + 1)

)
とするとき S 5 20 である．

x6 = 6− x1 − x2 − x3 − x4 − x5 であるから，x6, y6 は聞かなくてもわ

かり，5 回のターンで A 君, B 君いずれも相手が受け取った数を決定でき

る．もし，S < 20 の場合には 6 回目のターンで A 君が (20− S) を言い，

言った数の和を 20 にして終了させる．以上が，題意を満たす作戦の 1つ

である．

● p.309, 問題 6.6の解答の 3行目 (2024.8.13追加)

誤: 2を法として考えると． (ピリオド )

正: 2を法として考えると， (コンマ)

● p.309, 問題 6.6の解答の 5行目 (2024.8.13追加)

誤: m :=
x + y

2
, n :=

x + y

2
∈ Z
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正: m :=
x + y

2
, n :=

x− y

2
∈ Z

● p.309, 問題 6.6の解答の最後の行 (2024.8.13追加)

誤: このどき，

正: このとき，

● p.310, 問題 6.8の解答の 5行目 (2024.8.16追加)

誤: よって，s = 1 で a = 3 ある．

正: よって，s = 1 で a = 3 である．

● p.313, 問題 6.14の解答の 5 行目 (2025.1.27追加)

誤: もし p = 4m + 3 (m ∈ N)とすると，

正: もし p = 4m + 3 (m ∈ N ∪ {0})とすると，

● p.313, 問題 6.14の解答の 7 行目 (2025.1.27追加)

誤: p = 4m + 1 (n ∈ N)

正: p = 4m + 1 (m ∈ N)

● p.316, 問題 6.17の解答の最後から 5行目 (2024.9.56追加)

誤: よって，a2 + b2 − abが p = 5 を因数に持つことはない．

正: よって，a2 + b2 − abが p = 3 を因数に持つことはない．

● p.324, 問題 6.31の解答の最後から 6行目 (2024.8.16追加)

誤: = 1
2

+
3
4

+
4
5

=
32
15

> 2

正: = 1
2

+
3
4

+
4
5

=
41
20

> 2

● p.332, 問題 6.40の解答の (10)の 5行目 (2024.8.13追加)

誤: n の関する帰納法

正: n に関する帰納法

● p.334, 問題 6.45の解答の後の注意の 2 行目 (第 3 刷で修正)

誤: |A1B| = |A1C| の場合がキーペルトの定理で，
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正: (この 1文を削除して下さい)

● p.336, 問題 6.48の解答の 6行目 (2024.8.13追加)

誤: 円周角の定理を適応すると，

正: 円周角の定理を適用すると，

● p.350, 問題 6.65の解答の (5)の 1行目 (2024.8.13追加)

誤: (l = 0, m = 2 の場合も同様でである)．

正: (l = 0, m = 2 の場合も同様である)．

● p.351, 問題 6.65の解答の (6)の 1行目 (2024.9.12追加)

誤: (l = 0, m = 1 の場合も同様でである)．

正: (l = 0, m = 1 の場合も同様である)．

● p.353, 問題 6.71の解答の 7行目 (2024.8.13追加)

誤: この方程式に自然数解は，

正: この方程式の自然数解は，

● p.358, 問題 6.79の解答の 2行目 (2024.8.13追加)

誤: 1 5 a 5 b 5 m 満たす整数
}

正: 1 5 a 5 b 5 m を満たす整数
}

● p.358, 問題 6.79の解答の 6行目 (2024.10.18追加)

誤: (1) Ym の属する

正: (1) Ym に属する

● p.359の 3行目, 問題 6.79の解答の 18行目 (2024.10.18追加)

誤: まず，X に属する 5るの箱

正: まず，X に属する 5つの箱

● p.359, 問題 6.79の解答の (2)の 5行目 (2024.10.18追加)

誤: ci = 5 かつ a6 = b6 = c6 = 4 でななければならない．

正: ci = 5 かつ a6 = b6 = c6 = 4 でなければならない．
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● p.359, 問題 6.79の解答の (3)の 7 行目 (2024.10.18追加)

誤: (b4 − 1, c4 − 1)}が比較不能となり，
正: (b4 − 1, c4 − 1)が比較不能となり，

● p.359, 問題 6.79の解答の (3)の 9 行目 (2024.10.18追加)

誤: (b6 − 2, c6 − 2)}が比較不能となり，
正: (b6 − 2, c6 − 2)が比較不能となり，

● p.360, 問題 6.80の解答の (b)の 1行目 (2024.8.13追加)

誤: (b) 以下のように可能である．

正: (b) 以下ように可能である．

● p.363, 問題 6.84の解答の 6 行目 (2024.8.13追加)

誤: とおく．ただし．B0 は

正: とおく．ただし，B0 は

● p.365, 問題 6.85の解答. p.365の最後の行 (2024.8.13追加)

誤: R(n)が得られる (ピリオド抜け)

正: R(n)が得られる．

● p.368, 問題 6.87の解答の最後の行 (2024.8.13追加)

誤: k 回目には，k と
1

k − 1
を消して k + 1 を付け加えればよい．

正: k 回目には，k と
1

k + 1
を消して k + 1 を付け加えればよい．

● p.371, 問題 6.91の解答の 3 行目 (2024.8.13追加)

誤: 先手が 9, 8, 7, 6 のいずれれかを初手に選んだら，

正: 先手が 9, 8, 7, 6 のいずれかを初手に選んだら，

● p.374, 問題 6.92の解答の最後の行 (2024.8.13追加)

誤: N(2m− 1) 5 6m− 9 = 2n− 3 である．

正: N(2m− 1) 5 6m− 9 = 3(2m− 1)− 6 = 3n− 6 である．
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● p.378, 問題 6.97の解答の図を飛ばして 6行目 (第 2刷で修正)

誤: よって An+3 の可能グラフである．

正: よって An+3 は可能グラフである．

● p.384, 問題 6.100の解答の 2行目 (2024.9.9追加)

誤: 経路の何本を a(m,n, k) (0 5 k < 0)とするとき，

正: 経路の本数を a(m,n, k) (0 5 k < p)とするとき，

● p.384, 問題 6.100の解答の 8行目 (2024.9.12追加)

誤: この順列は，最初に a1 方向 1辺に進み，

正: この順列は，最初に a1 方向に 1辺進み，

● p.393 下から 10行目,「3.2.5. 集合」の 3行目 (第 2刷で修正)

誤: また，整数数全体の集まりを

正: また，整数全体の集まりを

● p.393 下から 6行目,「3.2.5. 集合」の 7行目 (第 2刷で修正)

誤: 数学的思考対称

正: 数学的思考対象

● p.396 2行目 (第 2刷で修正)

誤: 任意の i 6= j に対し Ai ∩Ai = φ

正: 任意の i 6= j に対し Ai ∩Aj = φ

● p.399 11行目 (第 2刷で修正)

誤: 限りなくどこまでの

正: 限りなくどこまでも

● p.409, 3.3.4 の 18 行目 (2024.8.13追加)

誤: 作業仮設

正: 作業仮説

● p.407 1行目 (第 2刷で修正)
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誤: 3.4.4 ユークリドの互除法

正: 3.4.4 ユークリッドの互除法

● p.409, 3.4.6 の 1 行目 (2024.8.13追加)

誤: ちょと注意が必要である．

正: ちょっと注意が必要である．

● p.411の最初の 定理 の 1行目 (2024.8.13追加)

誤: 自然数 n を n = pe1
1 pe2

2 · · · per
r の

正: 自然数 n = pe1
1 pe2

2 · · · per
r の

● p.411, 5行目 (第 2刷で修正)

誤:
r∏

i=1

(1+ pi +p2
i + · · ·+pei

i ) (0 5 fi 5 ei)を展開したとき，pf1
1 pf2

2 · · · pfr
r

という形の項がすべて 1回ずつ現れるから．

正:
r∏

i=1

(1+pi +p2
i + · · ·+pei

i )を展開したとき，pf1
1 pf2

2 · · · pfr
r (0 5 fi 5 ei)

という形の項がすべて 1 回ずつ現れるから．

● p.412の下から 3行目のフェルマーの小定理の 1行目 (2024.8.13追加)

誤: aが p の倍数でない整数とき

正: aが p の倍数でない整数のとき

● p.419. 3.5.5. の 3行目 (2024.8.13追加)

誤: 次数付き逆辞書付き順序

正: 次数付き逆辞書式順序

● p.419, 12行目 (第 2 刷で修正)

誤: g(x, y, z) = z3f(x/z, y/z) = x3 + x2y + x2z + y2z + z3

正: g(x, y, z) = z3f(x/z, y/z) = x3 + x2y + x2z + xz2 + yz2 + z3

● p.420. 3.5.7. の最後の行 (2024.8.13追加)

誤: 早く解けることは言うまでない．
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正: 早く解けることは言うまでもない．

● p.424 1～ 6 行目 (第 2 刷で修正)

1 行目を以下のように修正し，2 行目, 5 行目, 6 行目を削除して下さい

(直前の不等式に含まれているので不要です)．

誤: 3S4 = T3,1 = 2S2,2 = 2xyz(x + y + z)

正: 2S4 = T3,1 = T2,2 = 2xyz(x + y + z)

● p.424 12行目 (3.5.11の直前の行) (第 2刷で修正)

誤: xt(x− y)(x− z) + yt(y − z)(y − z) + zt(z − x)(z − y) = 0

正: xt(x− y)(x− z) + yt(y − z)(y − x) + zt(z − x)(z − y) = 0

● p.424 13行目 (第 2 刷で修正)

誤: 3.5.11 ラクランジュの補間法

正: 3.5.11 ラグランジュの補間法

● p.425 3行目 (第 2刷で修正)

誤:
n!

r!(n− 1)!

正:
n!

r!(n− r)!

● p.425 13行目 (第 2 刷で修正)

誤: n を mr 枚選ぶとする．

正: n を mn 枚選ぶとする．

● p.425 17行目 (第 2 刷で修正)

誤: 石の個数を mi (2 5 i 5 n)

正: 石の個数を mi (2 5 i < n)

● p.426 下から 2行目 (3.6.3の 8行目) (2026.3.18追加)

誤:
∞∑

i=0

Cnxn
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正:
∞∑

n=0

Cnxn

● p.428 図を飛ばして 10行目 (第 2刷で修正)

誤: C7 : P1P2P5P6P3P7P1

正: C6 : P1P2P5P6P3P7P1

● p.434, 5行目と 7行目 (定理の (3), (5)) (第 2 刷で修正)

もとのままでも間違いではありませんが，体裁が悪いので.

誤: |BC| = r |FE|
正: |BC| = r |EF|

● p.435, 3.8.5. の 1行目 (2024.8.16追加)

誤: 点 O を中心する円周

正: 点 O を中心とする円周

● p.438, 下から 12 行目 (第 2刷で修正)

誤: シムソン定理

正: シムソンの定理

● p.439, 4行目 (第 2刷で修正)

誤: 3.8.9 二等分線理

正: 3.8.9 二等分線定理

● p.448, 3～ 4行目, 3.11.1.の冒頭 (2024.8.12追加)

誤: チェバの定理とメネラウスの定理は「体系数学 3」あるいは高校の「数

学 A」に解説があるので証明は省略する．

正: チェバの定理とメネラウスの定理は高校までの教科書に解説があるの

で証明は省略する．

(ときどき教科書が改訂されるので)

● p.450. 最初の定理の証明の 4行目 (2024.8.13追加)

誤: であるので (1)得られる．(2)は自明である．
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正: であるので (1)が得られる．(2)は自明である．

● p.450, 下から 7行目 (第 2刷で修正)

誤: 3.11.3ジェルコンヌ点とナーゲル点

正: 3.11.3ジェルゴンヌ点とナーゲル点

● p.451, 10行目, 13行目, 下から 2行目, 最下行, p.452, 6行目, 9行目 (第

2刷で修正)

用語としては，「調和列点」，「調和点列」ともに正しい用語で，どちらを

使ってもよいのですが，統一しておきます．

誤: 調和列点

正: 調和点列

● p.456, 3.12.3の 10行目 (第 3刷で修正)

誤: ピボット定理 (問 6.45)より，

正: 右図のように X = AA′ ∩BC, Y = BB′ ∩CA, Z = CC′ ∩ABとおくと

|AY|
|YC| =

c sin(A + θ)
a sin(C + θ)

等が容易にわかり，
|AY|
|YC| ·

|CX|
|XB| ·

|BZ|
|ZA| = 1

となる．よって, チェバの定理の逆により,

● p.456, 3.12.4 の 3 行目の定理の 1行目 (2024.8.13追加)

誤: 三角形 4ABC のどの頂角も

正: 三角形 ABC のどの頂角も

● p.458, 1行目 (第 2 刷で修正)

誤: 3.12.6ブローカール点

正: 3.12.6ブロカール点

● p.460, 定理の直前の行 (2024.8.13追加)
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誤: 三線座標を使わないと難しい (ピリオド抜け)

正: 三線座標を使わないと難しい．

● p.462, 定理の直前の行 (第 4刷で修正)

誤: Davisの定理より．

正: Davisの定理より，

● p.464, 3行目 (第 2刷で修正)

誤: 3.12.12ブローカール円

正: 3.12.12ブロカール円

● p.465 の下から 9行目 (2024.8.13追加)

誤: 三角形 ABC において以下成り立つ．

正: 三角形 ABC において以下が成り立つ．

● p.467, 左列 21 行目 (第 2刷で修正)

誤: Z (整数数全体の集合)

正: Z (整数全体の集合)

● p.467, 右列 1行目 (第 2刷で修正)

誤:
n∏

i=1

ai (相乗)

正:
n∏

i=1

ai (総乗)

● p.468, 左列【ア行】の 3行目 (第 2刷で修正)

誤: AM-GMふとうしき

正: AM-GM不等式

● p.469, 右列 6行目 (第 2刷で修正)

誤: フェルアーの小定理

正: フェルマーの小定理


